
（別紙５）

通園めだか
公表⽇ 令和8年1⽉20⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1
利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切で
あるか。

20 0
・⼦どもの⼈数によって部屋を分けることができま
す。

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は
適切であるか。

20 0

・職員体制が少ない時に、法⼈内の他の事業所から
サポートに⼊ってもらえる体制があるのが強みで
す。

・時々(感染症の発⽣等）、職員が少ないように思う時がある。職
員数に余裕があると、より細やかな対応や安全確認がしやすくな
ると感じている。
 ↓
⽇ごろ、国の職員配置基準より多くの職員配置をしていますが、
地域で感染症が流⾏した時期に、国の配置基準は守った上で最低
限の職員配置で保育をすることがありました。職員は⼈数が多い
と良い保育ができるかというとそうではなく、多すぎると⼦ども
が⾃分でするべきことも⽀援してしまうという弊害もあります。
職員の⼒量、⼦どもの⼒を⾒極めながら、必要な職員配置をこれ
からもしていきます。

3

⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境
になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特
性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配
慮が適切になされているか。

20 0

・⼦どもに必要な情報が⼦どもの⽬の届くところに
あることを意識して環境は整えています。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になって
いるか。また、こども達の活動に合わせた空間となっ
ているか。

20 0

・もっときれいにできると思うところがある。
 ↓
毎⽇の掃除⽚付け、週１回の⾼温洗浄、週１回の消毒や玩具の点
検等、できるだけ環境が整えられ清潔な空間になるようにしてい
るつもりですが、なかなか⾏き届いていない現状もあります。ど
うすれば良いか職員でアイデアを出しながら、清潔を保っていき
たいと思います。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤する
ことが認められる環境になっているか 。

20 0

・相談室を活⽤したり、機能訓練室を２つに分けて
使⽤できるよう衝⽴を設置したり、建物を有効活⽤
できる環境を整えています。
絵本コーナーのスペースを広くして、⼦どもたちが
絵本を⾒に来やすくなるようにしました。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(⽬標設定と振
り返り)に、広く職員が参画しているか。

19 0

・職員会議時、ストレスチェックの職員⾯談時に加
え、⽇ごろから管理者や副管理者が職員と話をする
ことを意識しており、その中で出た事業所の課題に
ついて業務の改善を⾏うように意識しています。

・どちらとも⾔えない。広く職員が参画しているかわからないと
いう意⾒がありました。
 ↓
保育現場の職員は、定期的に全体での職員会議を開催し、保育や
業務の気になることや改善したいことについて意⾒を聞く機会を
作っています。その他の職員については、年1回のストレス
チェックと職員⾯談の際や、⽇ごろの意⾒交換の際に職場の改善
点について意⾒を聞き改善をはかるようにしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握す
る機会を設けており、その内容を業務改善につなげて
いるか。

20 0
・毎⽉保護者懇談会を開催しており、そこで出た意
⾒で必要なことは業務改善につなげている。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容
を業務改善につなげているか。 

20 0

・年１回ストレスチェックおよび職員⾯談を⾏って
います。また⽇ごろから管理職は職員と積極的に話
をし、必要な業務改善を⾏えるよう意識していま
す。

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善に
つなげているか。

13 5

・わからないという意⾒が複数ありました。
 ↓
『はい』の数が多いですが、通園めだかは第三者による外部評価
は⼀度も受けたことがありません。今年度、三重県第三者評価事
業について調べ、法⼈事務局で検討した結果、来年度か再来年度
中に受審する⽅向で決まりました。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会
や法⼈内等で研修を開催する機会が確保されている
か。

20 0
・発達の学習、虐待防⽌・権利擁護研修、障がい特
性を理解する研修等、幅広く学びの場を保障してい
ます。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか 。 20 0 ・法⼈のホームページに掲載しています。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こ
どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上
で、個別⽀援計画を作成しているか。

19 0
・年１回の発達相談を実施し、家庭訪問や個⼈懇談
で保護者と話をし、意向も踏まえた上で個別⽀援計
画は作成しています。

13

個別⽀援計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責
任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理
解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が⾏わ
れているか。 

19 0

・グループの職員だけでなく、他のグループの職員
も⼊って検討が⾏われています。

14
個別⽀援計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援
が⾏われているか。 

20 0

・⾮常勤職員へは、情報が多少遅れるかもしれない。全職員に⽀
援内容が伝わりきっていない。
 ↓
職員間の情報共有に少しタイムラグがあったり、全ての情報が伝
わりきっていない現状があります。タイムラグと情報伝達のロス
が少しでもなくせるように、不在の職員にはグループの職員が伝
えたり掲⽰板を使ってお伝えする等の対策を⾏います。

15

こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤
いたフォーマルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察な
ども含むインフォーマルなアセスメントを使⽤する等
により確認しているか。

20 0

・各市町の保健師さんと連携し、年１回は必ず発達
検査が実施され発達段階が確認できるようにしてい
ます。
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16

個別⽀援計画には、「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、
「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい及
び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項
⽬が適切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が
設定されているか。

20 0

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 19 0

・わからないという意⾒がありました。
 ↓
活動プログラムについては、主任が⽉案をたて、それに基づいて
その⽇のリーダーが内容については組み⽴てています。⽉案の中
に今⽉の⽬標がありますので、それに沿って取り組む内容は検討
することと、グループリーダーを中⼼にグループの職員で⽇々話
し合いながらプログラムは組み⽴てています。

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 20 0

・⼤きな⽣活の流れは⼀定していますが、設定保育
の中⾝については、⽇々⼦どもが楽しめるよう⼯夫
しています。また新しい遊びや⼿遊びを取り⼊れる
等、固定化しないように⼯夫しています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組
み合わせて個別⽀援計画を作成し、⽀援が⾏われてい
るか。

20 0

・３歳児以上の⼦どもについては、個別の⾔語訓練
も取り⼊れながら集団療育を⾏っています。また、
個別と集団の両⽅の職員が⼊ったケース検討会議も
定期的に開催し、情報共有と課題の照らし合わせを
したうえで⽀援を⾏っています。

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏
われる⽀援の内容や役割分担について確認し、チーム
で連携して⽀援を⾏っているか。

19 0
・毎朝職朝をおこない、その⽇の役割と⽀援内容に
ついての打ち合わせを⾏っています。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇
⾏われた⽀援の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有し
ているか。

20 0

・昼は昼礼、⼣⽅は終礼をして、情報共有と振り返
りを⾏うようにしています。その振り返りの内容
は、翌⽇の職朝で情報共有しています。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の
検証・改善につなげているか。

20 0
・サービス提供記録および⽇誌に記録をしていま
す。ケース検討会議や現場職員全体会議等を定期的
に開催し、⽀援の検証・改善を⾏っています。

23
定期的にモニタリングを⾏い、個別⽀援計画の⾒直し
の必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

20 0
・モニタリングは６か⽉に１回⾏っています

24
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機
関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が
参画しているか。

20 0
・相談⽀援専⾨員は同じ施設の職員ですので、情報
共有は密に⾏われています。

25
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害
福祉、保育、教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う
体制を整えているか。

20 0

・市町の保健師、保育所、幼稚園、学校、医療機関
等、⼦どもの関わりのある関係機関とは密な連携を
図りながら、⼦どもの⽀援を⾏っています。

26

併⾏利⽤や移⾏に向けた⽀援を⾏うなど、インクルー
ジョン推進の観点から⽀援を⾏っているか。また、そ
の際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別⽀援学校
(幼稚部)等との間で、⽀援内容等の情報共有と相互理
解を図っているか。

19 0

・来年度、転園する⼦どもについては、⾏く先の保
育所や幼稚園の先⽣に事前に⾒に来ていただき⼦ど
もの⽀援⽅法をお伝えするとともに、転園後に再度
こちらから⾒に⾏き、気になることがあればお伝え
する等、丁寧な移⾏⽀援を⾏っています。

27
就学時の移⾏の際には、⼩学校や特別⽀援学校(⼩学
部)との間で、⽀援内容等の情報共有と相互理解を図っ
ているか。

20 0

・来年度、就学する⼦どもについては、⾏く先の学
校の先⽣に事前に⾒に来ていただき⼦どもの⽀援⽅
法をお伝えするとともに、就学後に再度こちらから
⾒に⾏き、気になることがあればお伝えする等、丁
寧な移⾏⽀援を⾏っています。

（28〜30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達⽀援センターや障害児通所⽀援事
業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取
組等を⾏っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専⾨家や専⾨機関等か
ら助⾔を受けたり、職員を外部研修に参加させている
か。

20 0

・今年度から、地域の⽼⼈施設の専⾨職の⽅に⽉１
回訪問していただき、療育の中で取り組む内容につ
いてアドバイスをいただいています。また、外部か
ら専⾨家をお呼びして保護者への発達相談や職員へ
の研修を⾏う等、質の向上に努めています。

30
(⾃⽴⽀援)協議会こども部会や地域の⼦ども・⼦育て
会議等へ積極的に参加しているか。

13 0

・⾃⽴⽀援協議会の委員に⼊っているとともに、発
達⽀援部会では事務局を担って活動しています。

・わからない。
 ↓
職員への周知が不⾜しており、わからないと回答する職員が多
かったです。⾃⽴⽀援協議会の発達⽀援部会の取り組みについ
て、職員周知を図っていきます。

（31は、事業所のみ回答）
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要に
応じてスーパーバイズや助⾔等を受ける機会を設けて
いるか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の
中で他のこどもと活動する機会があるか。

17 0
・年度の後半になりますが、４・５歳児の希望児の
み、地域の保育所へ⾏っての交流保育を⾏っていま
す。

33
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの
発達の状況や課題について共通理解を持っているか。

18 1

・サービス提供記録や送迎時に保護者の⽅と⼦ども
のことについて伝える機会を作っています。春には
家庭訪問、秋には個⼈懇談も⾏い、保護者の⽅と
ゆっくり話をする機会を作っています。

・送迎バス通園の保護者とは、⽇ごろから話ができていない課題
があります。
 ↓
親⼦保育の⾃由あそびの時に普段話ができていない保護者の⽅と
話をするように意識して取り組みます。

34

家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家
族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家
族等の参加できる学習会の機会や情報提供等を⾏って
いるか。

19 0

・週１回の親⼦保育、⽉１回の保護者学習会＆懇談
会を通じて、保護者に⽅が⾒通しをもった⼦育てが
できるよう⽀援しています。
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28 14 0

・わからない。
 ↓
職員への周知が不⾜しており、わからないと回答する職員が多
かったです。地域の障害児通所⽀援事業所とは⾃⽴⽀援協議会の
発達⽀援部会をとおして、連携を図っています。

31



35
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁
寧な説明を⾏っているか。

22 0
・⼊園説明時にお伝えしています。

36

個別⽀援計画を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏
まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けて
いるか 。

22 0

・⼦どもには直接聞けませんが、表情や⾏動、発達
段階を加味して、⼦どもの発達を保障しています。
また保護者の意向も踏まえた取り組みをしていま
す。

37
「個別⽀援計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏
い、保護者から個別⽀援計画の同意を得ているか。

22 0 ・春は家庭訪問の際に、秋は個⼈懇談の際に⼝頭で
説明をし、同意を得ています。

38
定期的に、家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談
に適切に応じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏っている
か。

22 0

・家庭訪問、個⼈懇談の際には、「相談したいこと
はありませんか」と必ず確認するようにしていま
す。またそれ以外の時にでも相談事があれば⾯談を
⾏い、必要な⽀援を⾏うようにしています。

39

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催
する等により、保護者同⼠で交流する機会を設ける等
の⽀援をしているか。また、きょうだい同⼠で交流す
る機会を設ける等の⽀援をしているか。

22 0

・親⼦保育や保護者懇談会を通して、保護者同⼠の
つながりを⽀援しています。
・運動会の２部できょうだいの参加する競技がある
とともに、夏まつりは家族全員で参加できる機会と
しています。また夏休みにはきょうだいが親⼦保育
に参加できる⽇を設けています。

・きょうだい同⼠での交流があるかはわからない。
 ↓
家族やきょうだいが療育施設について理解できる取り組みはでき
ていますが、きょうだい同⼠で交流する機会は作れていません。
保護者の⽅々の意⾒も聞きながら、検討していきます。

40

こどもや保護者からの相談や申⼊れについて、対応の
体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、
相談や申⼊れがあった場合に迅速かつ適切に対応して
いるか。

22 0

・⼊園時や家庭訪問・個⼈懇談等で、いつでも相談
の申し⼊れをしてもらって良いことはお伝えしてい
ます。また相談があれば、すぐに⾯談の場を設けて
対応しています。

41
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤
することにより、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の
情報をこどもや保護者に対して発信しているか。

22 0

・今年度より、⽉のおたよりはシステムを使って
データで送信する等、保護者の⽅が⾒やすいような
環境を整備に取り組んでいます。

42 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 23 0
・個⼈情報については気をつけすぎることはないの
で、定期的に職員周知を図る等、対策を講じていき
ます。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮をしているか。

22 0

・保護者学習会に参加しにくい保護者がオンライン
であれば参加しやすいとの意⾒がありましたので、
希望があった際にはハイブリット開催にする等、情
報伝達のための配慮は⾏っています。

44
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれ
た事業運営を図っているか。

22 0
・夏まつりは地区の⽅々と合同で開催して、誰でも
参加できる⾏事にする等、開かれた事業所運営を
⾏っています。

45

事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や
家族等に周知するとともに、発⽣を想定した訓練を実
施しているか。

22 0

・各種マニュアルは作成し、掲⽰書類のファイルに
⼊れて⽞関に置き、誰でも⾒える状態にしていま
す。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害
の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練
を⾏っているか。

22 0
・BCPは策定済です。
・地震、津波、洪⽔、⽕災、不審者等、様々な訓練
を⽉１回以上⾏っています。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの
状況を確認しているか。

22 0
・⼊園時のアセスメントの際に、必要な情報は確認
しています。

48
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書
に基づく対応がされているか。

22 0
・給⾷の除去⾷がある場合は、医師の指⽰書に基づ
いて⾏っています。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、そ
の他必要な措置を講じる等、安全管理が⼗分された中
で⽀援が⾏われているか。

22 0
・⽉１回安全チェックを⾏うとともに、危険個所の
把握と職員周知等を⾏っています。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られ
るよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等
へ周知しているか 。

22 0
・保護者懇談会の際に、必要に応じて周知していま
す。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた
⽅策について検討をしているか。

22 0

・ヒヤリハットについては、職員の回覧で全職員が
⾒えるようにするとともに、誰が⾒ていないかわか
るよう、押印またはサインを記⼊するようにしてい
ます。

52
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、
適切な対応をしているか。

22 0
・年１回、全職員対象の虐待防⽌、⼈権擁護研修を
⾏っています。

53

どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについ
て、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に
説明し了解を得た上で、個別⽀援計画に記載している
か。

22 0

・⾝体拘束が必要な⼦どもがいた際は、事前に保護
者の⽅へ⼗分な説明を⾏うとともに、法⼈で決まっ
ている⼿順で進め、保護者の⽅に同意書を提出して
いただく⼿続きを踏んで⾏います。また個別⽀援計
画への記載も⾏います。
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※現場職員だけでなく、全職員へ事業所アンケートを実施しているので、内容がわからなくて記⼊されていない項⽬も多くありました。
 保護者への周知は気をつけて⾏っているのですが、職員への周知が不⼗分であることもあるので、今後は保護者同様、職員への周知も意識して⾏っていきたいと思います。


